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1　組織の概要と認証・登録範囲1　組織の概要と認証・登録範囲1　組織の概要と認証・登録範囲1　組織の概要と認証・登録範囲

事業者名及び代表者名

近江花勝造園株式会社

代表取締役　西川　勝　

株式会社ラーゴ

代表取締役社長　西川博章

所在地

本社 〒523-0821

滋賀県近江八幡市多賀町396番地2

滋賀県近江八幡市多賀町字白椿897

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先（電話番号等）

環境管理責任者：村山　亮太

連絡先：0748-33-1230

連絡担当者　事務部：丹波　久美子

連絡先：0748-33-1230

事業活動の内容

造園工事・緑地保全・復元工事・法面工事・土木工事・環境コンサルタント

事業の規模【対象期間：2022年度（50期）：2022年6月～2023年5月】

売上高 274 百万円/年　 223 百万円/年

2 207 件/年 150 件/年

全従業員 10 名 23 名

事業組織

事務所床面積

倉庫床面積

駐車場面積

資機材置場面積

従業員 33名

認証・登録

過去3年間の環境負荷の実績

単位 48期 49期 50期

Kg-CO
2
38,800.8 39,300.4 33,397.6

kg 275.0 159.0 307.7

t 94 126 297

㎥ 271 304 392

樹木 草本類 肥料 土壌改良剤

支柱用杭

固定縄 山砂 外構材料1式

産業廃棄物の排出量

10

○

面積：㎡

280

23

10

76

近江花勝造園㈱

80

400

㈱ラーゴ

資材置場・圃場

近江花勝造園㈱ ㈱ラ－ゴ

化学物質の使用量

○

115 45

150

（主な使用資材）

有害性について確認し安全性の高い物を優先使用す

る。

一般廃棄物の排出量

水の使用量（上水量）

二酸化炭素の排出量
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1．

2．

☆ 地球温暖化防止の一環として、二酸化炭素の削減に取組みます。

☆

循環型社会に向けて廃棄物の発生抑制、リサイクルを推進します。

そのため、樹木の枯木・残枝・葉のリサイクルを推進し、堆肥化に

努めます。また、事業所で発生する廃棄物の削減、リサイクルにも

取り組みます。

☆ 水使用量及び排水量を削減します。

☆ 人体への有害な物質の削減と不使用に努めます。

☆ 地域や空間に合わせて、より多くのみどりの空間を提案します。

☆

事務用品のグリーン購入及び資材のグリーン調達を推進すると共に

環境に配慮した製品づくり、又は採用を目指します。

☆ エコフォスタをはじめその他の環境活動に積極的に参加します。

3．

制定日　2009年7月1日

改訂日　2020年6月1日

代表者　西　川　　勝

　当社はエコアクション21を実施し、自主的、積極的に環境への取組を進め、

全社一丸となって継続的に環境保全に努めます。環境への取組の行動指針とし

て、以下を定め実施します。

行動指針行動指針行動指針行動指針

　当社は、滋賀県内を中心とした造園工事、植物販売、生産の事業を行ってい

ます。この事業活動における環境への影響を理解し、環境経営を優先課題と位

置づけて、従業員と協力し、EA21環境経営システムを構築運用し、継続的改善

と汚染の予防に努め、以下の事項について自主的、積極的に取り組みます。

この環境方針は全従業員に周知、徹底します。

近江花勝造園株式会社　株式会社ラーゴ

環境経営方針

環境理念環境理念環境理念環境理念

環境関連法規制を決めたその他の要求事項を遵守します。

当社は、次の環境活動を計画的に取組み実施します。
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作成日：

作成者：

工事部門

②決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

全従業員

２　EA2１実施体制組織図　　２　EA2１実施体制組織図　　２　EA2１実施体制組織図　　２　EA2１実施体制組織図　　

代表取締役

(資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

近江花勝造園（株）

4名

2022年6月1日

西川　勝

補佐役

塚田　純孝

環境管理責任者

村山　亮太

丹波・伊藤

事務部門

ＥＡ２１事務局等

3名

現場代理人

西川　博章

環境技術部門

（株）ラーゴ

14名

※全従業員は、当社に構築された環境経営システムを理解し、策定された環境方針の下、環境

目標の達成に向けて、環境活動計画に基づき、一致協力して環境取組を行う。

環境管理責任

者

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

①環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

内　　　　　　容

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

④環境方針及び自己チェック等に基づき環境目標を設定し、作成された環境活動計画を確認し

　承認する。

役割、責任及び権限一覧役割、責任及び権限一覧役割、責任及び権限一覧役割、責任及び権限一覧

担　　当

村山　亮太

調査部門

西川　勝

1名 6名

③環境管理責任者を任命する。

④環境方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

③法規制等の遵守状況をチェックする。

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。

⑤経営における課題とチャンスのとりまとめ

代表取締役

ＥＡ２１事務局

⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告する。

各部門長及び

工事現場代理人

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

④環境活動計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管理責任者へ報告

　する。

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。

①責任範囲の環境目標及び環境活動計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状況の報告。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑥代表者による全体の評価と見直し・指示

⑥外部コミュニケーションの窓口。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成し、環境管理責任者へ報告

　する。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

⑤環境活動の取組状況を確認し、環境目標の達成状況を評価する。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行なう。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。
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3　　環境目標とその実績3　　環境目標とその実績3　　環境目標とその実績3　　環境目標とその実績

次年度 中長期

年度

2019年

47期

達成

状況

2023年

51期

2024年

52期

単位 （実績） （目標） （実績）（実績）（実績）（実績） （目標） （目標）

％ 4 8%8%8%8% 5 5

消費量 28,073 26,950 30,39630,39630,39630,396 26,669 26,669

(kg-CO₂) 26,950 25,872.1 10,152.310,152.310,152.310,152.3 25,602.6 25,602.6

％ 4 -28%-28%-28%-28% 5 5

消費量 5,365.5 5,150.9 3,840.73,840.73,840.73,840.7 5,097.2 5,097.2

(kg-CO₂) 5,150.9 4,944.8 8,916.88,916.88,916.88,916.8 4,893.3 4,893.3

％ 4 -11%-11%-11%-11% 5 5

消費量 5,817.1 5,584.4 5,164.65,164.65,164.65,164.6 5,526.2 5,526.2

(kg-CO₂) 5,584.4 5,361.0 13,356.713,356.713,356.713,356.7 5,305.2 5,305.2

％ 4 152%152%152%152% 5 5

消費量 147.0 141.1 370.0370.0370.0370.0 139.7 139.7

(kg-CO₂) 141.1 135.5 922.0922.0922.0922.0 134.1 134.1

％ 4 -10%-10%-10%-10% 6 6

(kg-CO₂) 37,227.2 36,313.4 33,347.833,347.833,347.833,347.8 35,935.2 35,935.2

％ 8 37%37%37%37% 8 8

(㎥/年) 286 263.1 392.0392.0392.0392.0 263.1 263.1

化学物質使用

量の削減

― ― ― 0%0%0%0% ― ―

― ― ―
使用実績な使用実績な使用実績な使用実績な

しししし

― ―

件数

(拡大/年)

目標の説明や補足事項目標の説明や補足事項目標の説明や補足事項目標の説明や補足事項

1

2

3

4

5

1212

回数

以上/年

3030303030303050％

121212121212

水使用量については、事務所、作業所における水使用量の削減について実施する

グリーン購入は、目標を達成しており今後も維持に努める

4

循環型社会に向けて廃棄物の発

生抑制、リサイクルを推進しま

す。そのため、樹木の枯木・残

枝・葉のリサイクルを推進し、

堆肥化に努めます。また、事業

所で発生する廃棄物の削減、リ

サイクルにも取り組みます。

分別及びリサ

イクルの推進

建設現場

廃棄物排出量は、建設現場からの廃棄物に対しての総排出量で管理する

グリーン商品

の積極的購入

購入電力の排出係数は、０．334kg-CO購入電力の排出係数は、０．334kg-CO購入電力の排出係数は、０．334kg-CO購入電力の排出係数は、０．334kg-CO₂/kWh₂/kWh₂/kWh₂/kWh（2018年度関西電力調整後排出係数）とする（2018年度関西電力調整後排出係数）とする（2018年度関西電力調整後排出係数）とする（2018年度関西電力調整後排出係数）とする

地域の美化活

動に参加す

る。

事務用品のグリーン購入及

び資材のグリーン調達を推

進すると共に環境に配慮し

た製品づくり、又は採用を

目指します。

地域や空間に合わせ

て、より多くのみどり

の空間を提案します。

エコフォスタをはじめ

その他の環境活動に積

極的に参加します。

2022年50期

電力消費量の

削減

（kWh）

水使用量及び排水

量を削減します。

環境配慮施工

の拡大

建設現場

事業所利用水

の節水

(単位:㎥)

オイル漏れ発

生をなくす

農薬の適正な使用及び

管理を徹底して行い、

使用期限切れの農薬は

絶対に使用しないよい

うにし、適正に処分す

る

方針 取組項目

地球温暖化防止の一環

として、二酸化炭素の

削減に取組みます。

ガソリン消費

量の削減

（単位：L)

軽油消費量の

削減

（単位：L)

建設現場

灯油消費量の

削減

（単位：L)

二酸化炭素排

出量の削減

(%/年) 95 95% 100.00%100.00%100.00%100.00% 95% 95%〇〇〇〇

件数 ０件 ０件０件０件０件 ０件 ０件〇〇〇〇

24 24 24242424 24 24

××××

上記の目標のほか、作業現場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清

掃）に取り組む

――――

〇〇〇〇

〇〇〇〇

〇〇〇〇

××××

〇〇〇〇

〇〇〇〇

××××

〇〇〇〇



4444 環境活動計画環境活動計画環境活動計画環境活動計画

取組の紹介取組の紹介取組の紹介取組の紹介

私たちは緑や生物生息環境の創出及び維持管理､生物多様性の重要性を広める

お手伝いを業務として行っております。

その中で生き物の生活環境の確かな変化を見つめつつ、この取り組みを通して

職場における環境影響の軽減に努めております。

5

① オイル吸着材の設置

② 始業前点検実施の徹底

① 洗車の水使用量を減らす。

② 水を流しながらの洗い物はしない。

工事部

農薬庫の整理整頓及び使用期限切れの農薬の適正な処

分

工事部

 事務部工事部

事務部

地域の美化活

動に参加す

る。

① 剪定枝葉等の廃棄物自社の機械又はリサイクル施設

にてチップ及び堆肥化してリサイクルする。

事務部

 事務部工事部

事務部 丹波・伊藤

①外構部門において緑の空間の提案

②見積・設計の提案時に樹木本数を多く入れる。

①事務用品等を購入の際、グリ－ン対象品と比較す

る。

工事部

①エコフォスター活動に参加する。

②その他の地域美化活動に参加する。

① ストーブの温度管理（冬季2０℃±１℃）

②室内の温度確認及び電源のＯＦＦ遂行

 工事部

エコフォスタをはじめその他の

環境活動に積極的に参加しま

す。

地域や空間に合わせて、より多

くのみどりの空間を提案しま

す。

事務用品のグリーン購入及び資

材のグリーン調達を推進すると

共に環境に配慮した製品づく

り、又は採用を目指します。

循環型社会に向けて廃棄物の発

生抑制、リサイクルを推進しま

す。そのため、樹木の枯木・残

枝・葉のリサイクルを推進し、

堆肥化に努めます。また、事業

所で発生する廃棄物の削減、リ

サイクルにも取り組みます。

水使用量及び排水量を

削減します。

環境配慮施工

の拡大

建設現場

グリーン商品

の積極的購入

化学物質使用

量の削減

（単位：kg）

建設現場

農薬の適正な使用及び管理を徹

底して行い、使用期限切れの農

薬は絶対に使用しないよいうに

し、適正に処分する

活動計画の内容

① 不用時の消灯

② 機械設備・OA機器などのスイッチオフ

③ エアコンの温度管理（夏季28℃±１℃）

① 不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認

② 暖機運転・アイドリングストップ

③ 環境に配慮した稼働

④エコ10ドライブの実施

⑤車輛の定期的な点検整備

責任部門・担当者方針 取組項目

地球温暖化防止の一環

として、二酸化炭素の

削減に取組みます。

電力消費量の

削減

（kWh）

オイル漏れ発

生をなくす

分別及びリサ

イクルの推進

建設現場

ガソリン消費

量の削減

（単位：L)

軽油消費量の

削減

（単位：L)

建設現場

灯油消費量の

削減

（単位：L)

事業所利用水

の節水

(単位:㎥)



5555 環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

（目標） （実績）（実績）（実績）（実績）

％ 4 8%8%8%8%

消費量 26,950 30,39630,39630,39630,396 ××××

(kg-CO₂) 25,872.1 10,152.310,152.310,152.310,152.3

％ 4 -28%-28%-28%-28%

消費量 5,151 3,8413,8413,8413,841 〇〇〇〇

(kg-CO₂) 4,944.8 8,916.88,916.88,916.88,916.8

％ 4 -11%-11%-11%-11%

消費量 5,584 5,1655,1655,1655,165 ○○○○

(kg-CO₂) 5,361.0 13,356.713,356.713,356.713,356.7

％ 4 152%152%152%152%

消費量 141 370370370370 ☓☓☓☓

(kg-CO₂) 135.5 922.0922.0922.0922.0

％ 4 -10%-10%-10%-10% 〇〇〇〇

(kg-CO₂) 36,313.4 33,347.833,347.833,347.833,347.8

％ 95% 100%100%100%100%

(%/年) 〇〇〇〇

*%は剪定材を*%は剪定材を*%は剪定材を*%は剪定材を

ﾁｯﾌﾟ化し再利ﾁｯﾌﾟ化し再利ﾁｯﾌﾟ化し再利ﾁｯﾌﾟ化し再利

用した量用した量用した量用した量

％ 8 37%37%37%37%

(㎥/年) 263.1 392.0392.0392.0392.0 ☓☓☓☓

件数 ０件 ０件０件０件０件

○○○○

― ― 0%0%0%0%

― ― 使用実績な使用実績な使用実績な使用実績な

しししし

件数

(拡大/年) 24件 24件24件24件24件 ○○○○

％ 30 30303030

0 ○○○○

件数 12 12121212

(件/年) ○○○○

機械を用いて破砕し、その後自然発酵してリサイクル堆肥になります。機械を用いて破砕し、その後自然発酵してリサイクル堆肥になります。機械を用いて破砕し、その後自然発酵してリサイクル堆肥になります。機械を用いて破砕し、その後自然発酵してリサイクル堆肥になります。

6

事務部

工事部

リサイクル率は100％達成できたものの業

務繁忙による人員不足とコスト見合いで定

期的なチップ処理作業（自社粉砕機使用

分）に十分な手間を割くことができなかっ

た。

取組の評価と次年度の

取り組み

分別及びリサ

イクルの推進

建設現場

化学物質使用

量の削減

（単位：kg）

建設現場

年間を通じて植栽及び緑の空間の提案がで

きている。次年度も継続する。

数値目標は掲げていないが人体への影響の

ある化学物質の削減・農薬の適正管理を遵

守している。次年度も継続する。

工事部

達

成

状

工事部

担当責任者

コロナ対策による冷暖房効率の低下はあっ

たが、年度終盤では計画値を下回る月も

あった。次年度もコロナ対策は継続すると

思われるが、室温設定の工夫や照明器具の

LED化などを通じて電力消費の削減に努め

たい。

事務部

事務部

工事部

工事部

二酸化炭素排

出量の削減

軽油消費量の

削減

（単位：L)

建設現場

事務部

機械・重機等の始業前点検等の実施により

オイル漏れ件数は発生しなかった。次年度

も継続する。

年度

工事部

コロナ対策として入室時や食事前の手洗い

を励行したことと、社員の衛生面に配慮し

てトイレを新設した影響もあり目標がやや

未達となった。次年度もコロナ対策は継続

する必要があるが洗車時の水の過剰使用を

工夫するなどして削減を心がけたい。

2022年50期

まだ改善の余地はあるものの、燃料価格の

高騰への危機感が共有されて消費量を抑え

る事ができた。次年度は燃料価格の高騰が

継続することも想定して一層の燃料消費量

の削減に努めていきたい。

電力消費量の

削減

（kWh）

グリーン商品

の積極的購入

方針

オイル漏れ発

生をなくす

地球温暖化防止の一環として、

二酸化炭素の削減に取組みま

す。

地域や空間に合わせて、より多

くのみどりの空間を提案しま

す。

ガソリン消費

量の削減

（単位：L)

取組項目

循環型社会に向けて廃棄物の発

生抑制、リサイクルを推進しま

す。そのため、樹木の枯木・残

枝・葉のリサイクルを推進し、

堆肥化に努めます。また、事業

所で発生する廃棄物の削減、リ

サイクルにも取り組みます。

農薬の適正な使用及び管理を徹

底して行い、使用期限切れの農

薬は絶対に使用しないよいうに

し、適正に処分する

環境配慮施工

の拡大

建設現場

(以下/年)

灯油消費量の

削減

（単位：L)

水使用量及び排水量を削減しま

す。

事業所利用水

の節水

(単位:㎥)

エコフォスタをはじめその他の

環境活動に積極的に参加しま

す。

地域の美化活

動に参加す

る。

エコフォスタ―活動の実施エコフォスタ―活動の実施エコフォスタ―活動の実施エコフォスタ―活動の実施

事務用品のグリーン購入及び資

材のグリーン調達を推進すると

共に環境に配慮した製品づく

り、又は採用を目指します。

問題なく実施できている。次年度も継続す

る。

問題なく実施できている。次年度も継続す

る。
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　環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの

違反等の指摘はありません。

　適用される法規制等と遵守状況

遵守評価

適正処理

建設リサイクル法 適正処理

適正処理

遵守

適正処理

遵守

適正処理

適正処理

適正処理

適正処理

注 ： 適用される法規制等と遵守状況は環境関連法規等に遵守状況のチェック結果に基づきます。

7777 代表者による全体の評価と見直し・指示代表者による全体の評価と見直し・指示代表者による全体の評価と見直し・指示代表者による全体の評価と見直し・指示

7

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出廃棄物処理法

資源有効利用促進法

家電リサイクル法

水質汚濁防止法 公共用水域の水質汚濁の防止の遵守

排出ガス対策型建設機械の使用

パソコン、ディスプレ―の適正廃棄

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等

の有無の有無の有無の有無

法規制等の名称 該当する要求事項

フロン排出抑制法 第１種特定製品の点検・記録

建設副産物の管理、排出

自動車リサイクル法

エコアクション21を当事業所にて取り組みを開始して全社員が何気に取り組んでいた頃とは違い

今では全社員が率先して取り組んでいる姿勢が感じとれるようになってきたと感じます。今期50期

においては新型コロナウイルス感染拡大に伴い、例年以上に難しい取り組みになったと思いま

す。実績についても、一部を除いてほぼ目標数値以上の結果が得られたことは社員全員が自己

意識のもと率先して取り組んだ結果であると思います。燃料使用については次年度の受注工事

内容等において多少の増減があると仮定しつつ次年度も継続して事業所・現場とも協力して取り

組みます。購入電力消費が今期は残念な結果となりましたが事業所内の労働形態の多様化の

為、深夜などの勤務が影響していることやコロナ対策による事務所の常時換気の実施に伴い冷

暖房効率が悪化したことから消費量が増加した。今後は使用時間の削減、仕事の効率化などを

進めていきたい。また現場においての燃料漏れ・油漏れ事故や農薬使用時の適正な管理・使用・

処理についてなど今、一番問題になっている緊急災害時の対処方法・連絡網などは昨年の日本

で多くの被害を被った災害時の会社における防衛や取り決め事項など非常に重要になってきて

おります。今後は緊急災害時対処についても会社全体としてレベルアップできるように周知してい

く。次年度も今期同様に会社全体で取り組んで行きます。

排出ガス対策型建設機

械普及促進規定

地域ごみ出しルール 一般廃棄物の分別、収集、排出

廃棄時に特定4品目の家電機器のリサイクル料金の支払

い

購入時又は車検時・廃車時にリサイクル料金の支払い

指定数量の1/5以上、指定数量未満の場合、あらかじめ

消防長に届出

消防法


